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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ信号のデコーディング方法であって、
　ダウンミックス信号及び補助信号を含むオーディオ信号と、ヘッダが前記補助信号に含
まれるか否かを表すヘッダ識別情報とを受信するステップと、
　前記ヘッダ識別情報により前記ヘッダが前記補助信号に含まれる場合、前記ヘッダから
構成情報を抽出するステップと、
　前記構成情報に基づいて前記オーディオ信号をデコーディングするステップと、
　を有し、
　前記構成情報は、時間整列情報と時間スロットの位置情報のうちの少なくとも一方を含
み、
　前記時間整列情報は、前記ダウンミックス信号とともに前記補助信号を伝送するときの
前記補助信号と前記ダウンミックス信号との間の時間遅延を表すことを特徴とするオーデ
ィオ信号のデコーディング方法。
【請求項２】
　前記補助信号は、所定の時間間隔又は空間間隔の各々に少なくとも一つのヘッダを含む
請求項１に記載のオーディオ信号のデコーディング方法。
【請求項３】
　前記補助信号は空間情報信号を表す請求項１に記載のオーディオ信号のデコーディング
方法。
【請求項４】
　前記空間情報に含まれたパラメータを、前記空間情報に含まれた対応する時間スロット
の位置情報を利用して対応する時間スロットに適用するステップを更に有する請求項３に
記載のオーディオ信号のデコーディング方法。
【請求項５】
　前記オーディオ信号は、前記空間情報信号が前記ダウンミックス信号に組み込まれたか
否かを表す信号識別情報を含む請求項３に記載のオーディオ信号のデコーディング方法。
【請求項６】
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　前記時間整列情報を利用して前記補助信号のフレームの開始位置を識別するステップを
更に有する請求項３に記載のオーディオ信号のデコーディング方法。
【請求項７】
　オーディオ信号のデコーディング方法であって、
　ダウンミックス信号及び補助信号を含むオーディオ信号と、ヘッダが前記補助信号に含
まれるか否かを表すヘッダ識別情報とを受信するステップと、
　前記ヘッダ識別情報により第１ヘッダが前記補助信号に含まれない場合、前記第１ヘッ
ダより前に伝送された第２ヘッダの構成情報に基づいて前記オーディオ信号をデコーディ
ングするステップと、
　を有し、
　前記構成情報は、時間整列情報と時間スロットの位置情報のうちの少なくとも一方を含
み、
　前記時間整列情報は、前記ダウンミックス信号とともに前記補助信号を伝送するときの
前記補助信号と前記ダウンミックス信号との間の時間遅延を表すことを特徴とするオーデ
ィオ信号のデコーディング方法。
【請求項８】
　オーディオ信号のデコーディング装置であって、
　ダウンミックス信号及び補助信号を含むオーディオ信号と、ヘッダが前記補助信号に含
まれるか否かを表すヘッダ識別情報とを受信する受信部と、
　前記ヘッダ識別情報により前記ヘッダが前記補助信号に含まれる場合、前記ヘッダから
構成情報を抽出する抽出部と、
　前記構成情報に基づいて前記オーディオ信号をデコーディングする多重チャネル生成部
と、
　を有し、
　前記構成情報は、時間整列情報と時間スロットの位置情報のうちの少なくとも一方を含
み、
　前記時間整列情報は、前記ダウンミックス信号とともに前記補助信号を伝送するときの
前記補助信号と前記ダウンミックス信号との間の時間遅延を表すことを特徴とするオーデ
ィオ信号のデコーディング装置。
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